










































































   悉皆調査 
 
（５）調査日時  
平成 31年４月 18日（木） 
   
【小学校調査】             
１時限目 ２時限目  
国語（45分） 算数（45分） 児童質問紙 （20～40分程度） 
 
【中学校調査】（例：６学級の場合） 


























【抜粋】平成 31年度全国学力・学習状況調査に関する実施要領（平成 31年 12月 14日付） 
７．中学校の英語のうち，「話すこと」に関する問題の実施にかかる特例的な措置 















 45   45  
４時限目 ５時限目 ６時限目 










































公立 1,062,730人 1,028,203人 1,036,624人 
国立 6,468人 6,273人 6,322人 
私立 12,663人 6,030人 6,668人 











公立 1,002,814人 938,888人 943,028人 
国立 10,698人 9,894人 10,384人 
私立 79,068人 28,588人 29,652人 


































































































































語 句  説       明 














































































































































































































































○ ○ ○ ○ 60.5 0.6
１（３） 5(1)ア ○ ○ ○ 44.1 6.6
２（１） 3(3)ア ○ ○ ○ ○ 95.2 0.2
２（２） 4(3)イ
3(3)
ア ○ ○ ○ ○ 78.8 1.0
２（３） 5(4)ア
3(3)
ア ○ ○ ○ 52.3 2.0
２（４） 4(5)ウ
4(2)
ア ○ ○ ○ ○ 60.4 1.0






○ ○ ○ 31.3 10.7





3(1) ○ ○ ○ ○ 47.1 2.2
４（１） 4(1) ○ ○ ○ 82.8 1.7
４（２） 3(3)イ ○ ○ ○ 68.8 4.3
４（３） 5(4)ア
5(1)































































































































































































































資 料 略 称
「全国学力・学習状況調査の４年間の調査結果から今後の取組が期待される内容のまとめ 「４年間のまとめ【○学校編】」～児童生徒への学習指導の改善・充実に向けて～【○学校編】」 （平成24年9月発行）
「平成○年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 ○学校 ○○」 「平成○年度【○学校】解説資料」





































































１ (1) １ ２，４ と解答しているもの 93.2 ◎
２ １，２ と解答しているもの 0.7
３ １，４ と解答しているもの 1.1
４ ２，３ と解答しているもの 1.2
５ ３，４ と解答しているもの 0.9
























































１ (2) １ １，３，４ と解答しているもの 60.5 ◎
２ １，３ と解答しているもの 1.6
３ １，４ と解答しているもの 11.8
４ ３，４ と解答しているもの 2.6
５ １ と解答しているもの 0.1
６ ３ と解答しているもの 0.2
７ ４ と解答しているもの 0.5
８ １，２，３，４ と解答しているもの 8.8
９ １，２，３ と解答しているもの 1.2
10 １，２，４ と解答しているもの 4.7
11 ２，３，４ と解答しているもの 3.3
12 １，２ と解答しているもの 0.3
13 ２，３ と解答しているもの 0.6
14 ２，４ と解答しているもの 2.4










































































































































































２ (1) １ １ と解答しているもの 0.5
２ ２ と解答しているもの 0.7
３ ３ と解答しているもの 95.2 ◎








































２ (2) １ ２ と解答しているもの 78.8 ◎
２ または 0.5 と解答しているもの 0.5
３ 700 と解答しているもの 1.5
４ ７ と解答しているもの 5.9
５ 1400 と解答しているもの 0.3










































































































































１ Ａ①，Ａ②，Ａ③の全てを書いているもの 0.7 ◎





７ １ と解答 Ａ①を書いているもの 0.2
８ Ｂ①，Ｂ②の全てを書いているもの 1.8 ◎
















































































２ (4) １ ７ と解答しているもの 60.4 ◎
２ 13 と解答しているもの 22.5
３ 16 と解答しているもの 1.3
４ 2.2 または 22 と解答しているもの 6.3
５ ６ または 60 と解答しているもの 2.4
６ 130 と解答しているもの 0.7
７ 1.3 と解答しているもの 0.3





















問題番号 問題の概要 正答率 典型的な誤答 反応率
Ｈ19Ａ１(7) ６＋0.5×２ を計算する 69.1％ 左から順に計算している：13 13.3％
Ｈ29Ａ２(3) ６＋0.5×２ を計算する 66.8％ 左から順に計算している：13 17.2％
解答類型１（0.5×２を先に計算した場合） 解答類型２（６＋0.5を先に計算した場合）
①
６ ＋ 0.5 × ２
①


































問題番号 問題の概要 正答率 典型的な誤答 反応率
Ｈ19Ａ１(7) ６＋0.5×２ を計算する 69.1％ 左から順に計算している：13 13.3％
2 ２ 3 6 8 7 2
解答類型１（0.5×２を先に計算した場合） 解答類型２（６＋0.5を先に計算した場合）
































































＋６ 0.5 ＝ 6.5





＝ 13× ２６ ＋ 0.5 )(














































３ (1) ㋐ ㋑ ㋒
１ 253 と解答しているもの 81.9 ◎
２
253 と解答 253 以外を解答しているもの
1.9
無解答
３ 353 と解答 253 以外で㋑と㋒に同じ数を解答しているもの 2.4








７ 253 と解答しているもの 0.0
８
347 と解答
253 と解答 253 と解答しているもの 0.1





11 253 以外で㋑と㋒に同じ数を解答しているもの 6.2
12 353，347 253 と解答 253 と解答しているもの 1.3
以外の解答 253 以外の













































































































































































３ (3) ① ② ㋓ ㋔ ㋕ ㋖
１
×２ ×２ 1200 30 40 40 と解答
34.2 ◎
と解答 と解答 と解答 と解答 と解答 しているもの
２
÷３ ÷３ 200 ５ 40 40 と解答
21.2 ◎
と解答 と解答 と解答 と解答 と解答 しているもの
３
÷５ ÷５ 120 ３ 40 40 と解答
19.7 ◎
























































正答 誤答 無解答 合計
正答 67.0 14.3 0.6 81.9
３(1)
誤答 8.0 8.4 0.8 17.1
無解答 0.0 0.2 0.7 0.9




















正答 誤答 無解答 合計
正答 28.5 2.8 0.0 31.3
３(2)
誤答 42.1 15.5 0.3 58.0
無解答 4.4 4.6 1.8 10.7



























正答 誤答 無解答 合計
正答 28.5 2.8 0.0 31.3
３(2)
誤 42 1 15 5 3 58 0
無解答 4 4 4 6 1 8 10 7






























３ (4) １ あ と解答しているもの 12.8
２ い と解答しているもの 47.1 ◎
３ う と解答しているもの 22.1


















































































４ (1) １ ア と解答しているもの 3.8
２ イ と解答しているもの 4.8
３ ウ と解答しているもの 6.4









































４ (2) １ 20×10 と解答しているもの 68.8 ◎






５ 20×11 と解答しているもの 2.3































































１ １ と解答しているもの 59.9 ◎
２
21 と解答 １ 以外を解答しているもの
0.6
①，②の全てを書 無解答





５ １ と解答しているもの 2.9 ○
６









９ １ と解答しているもの 1.1
10














15 類型１から類型14 １ と解答しているもの 3.1
16
以外の解答 21 と解答 １ 以外を解答しているもの
0.2
無解答 無解答
99 上記以外の解答 19.5
０ 無解答 3.4
正答率 62.8
‐59‐
２．分析結果と課題
○ 解答類型１～８の反応率の合計は，65.4％である。このように解答した児童は，「７ポー
ル分進むのにかかる時間を求める式や言葉」を記述できている。
○ 解答類型１～４，９～12の反応率の合計は，66.0％である。このように解答した児童は，
「１ポール分当たりにかかる時間を求める式や言葉」を記述できている。
○ 解答類型14の中の，具体的な例としては，以下のようなものがある。
(例)
・ 【求め方】 ８÷４＝２
２×７＝14
【答え】 14（分間）
【番号】 １
このように解答した児童は，３ポール分進むのに９分間かかった状況を捉えることができ
ず，誤って１ポール分当たりに２分間かかると捉え，残り７ポール分進むのにかかる時間を
14（分間）と求めていると考えられる。
○ 解答類型99の中の，具体的な例としては，以下のようなものがある。
(例)
・ 【求め方】 ２×９＝18
18＋１＝19
【答え】 19（分間）
【番号】 １
このように解答した児童は，３ポール分進むのに９分間かかったことから，６ポール分進
むのにかかる時間が18分間であることを捉えることはできているが，残り１ポール分進むの
にかかる時間を捉えることはできず，そのまま１をたしていると考えられる。
‐60‐
65.4％である。このように解答した児童は，「７ポール
分進むのにか る時間を求める式や言葉」を記述できている。
66.0％である。このように解答した児童は，「１
ポール分当たりにかかる時間を求める式や言葉」を記述できている。
９ ２
ているが，残り１ポール分進むのにかかる時間
を捉え ことができず，そのまま１をたしていると考えられ 。
３．学習指導に当たって
場面の状況に応じて，数理的に捉え，数学的に表現・処理し，得られた結果から判断す
ることができるようにする
○ 日常生活において，場面の状況に応じて，物事を判断したり，解決過程や結果を振り返り，
判断したことをより適したものに改善したりすることができるようにすることが重要であ
る。その際，場面の状況を解釈し，数量の関係に着目して筋道を立てて考え，数学的に表現・
処理し，得られた結果から判断することができるようにすることが大切である。
指導に当たっては，例えば，本設問を用いて，４ポール分進むのに８分間かかった状況か
ら，レジに着くまでにかかる時間を求め，条件に当てはまるかどうかを判断する活動が考え
られる。その際，列に並ぶ場面を想起し，「レジまで何人くらい並んでいるのだろう」や「ど
のくらいの時間がかかるのだろう」など，さまざまな問いをもった後に，レジに着くまでに
かかる時間を求めるために必要な数量について考察し，測定のしやすさなどを踏まえた上で，
数量を選択することができるようにすることが大切である。さらに，進んだポールの数と時
間の関係を，図などを用いて考察し，１ポール分当たりにかかる時間を調べればよいといっ
た見通しをもつことができるようにすることも大切である。
その上で，場面の状況が変化した場合のレジに着くまでにかかる時間を求め，条件に当て
はまるかどうかを判断し直す活動が考えられる。その際，４ポール分進むのに８分間かかっ
た状況を基に，３ポール分進むのに９分間かかった状況を考察して，状況の変化に伴って変
わることや変わらないことを捉え，判断し直すことができるようにすることが大切である。
‐61‐
様々な問いをもった後に，レジに着くまでにかか
る時間を求めるために必要な数量について考察し，測定のしやすさなどを踏まえた上で，数
量を選択することができるようにすることが大切である。さらに，進んだポールの数と時間
の関係を，図などを用いて考察し，１ポール分当たりにか る時間を求めればよいといった
見通しをもつことができるようにすることも大切である。

